
令和５年１２月１４日 

福祉労働部障がい福祉課 

障がい福祉サービス指導室 

 

令和４年度の障がい者虐待の状況について 

 

障害者虐待の防止、障害者の養護者に対する支援等に関する法律第２０条及び同法施行

規則第３条の規定に基づき、福岡県内における令和４年度の障がい者虐待の状況について

公表します。 

 

１ 障がい者虐待の状況 

（１）障がい者福祉施設従事者等による虐待 

年度 
相談・通報 

・届出件数 

事実確認 

調査を行 

ったもの 

 

虐待と判 断

したもの 

虐待ではないと

判断したもの 

虐待の判断に至

らなかったもの 

令和４年度 １６１件 １２６件 ２８件 ３１件 ６７件 

令和３年度 １１５件 ９７件 １６件 ３８件 ４３件 

令和２年度 １０５件 ８１件 １５件 ３３件 ３３件 

 

【令和４年度の状況】 

○虐待と判断した２８件の施設の種別は、入所系事業所１８件、通所系事業所１０件。 

○虐待の種別（複数回答有）は、身体的虐待１９件、心理的虐待１４件、性的虐待５件、

放棄・放置（ネグレクト）３件、経済的虐待２件。 

○虐待を受けた人の性別は、男性２１名、女性１１名のほか、利用者全般に対するもの

が１件。 

○虐待を受けた人の障がい種別（複数回答有）は、知的障がい２２名、精神障がい８名、

身体障がい７名、発達障がい１名のほか、利用者全般に対するものが１件。 

○虐待を行った従業者の職種は、生活支援員など直接処遇にあたる職員２９名、管理職

等６名。 

○県及び市町村では、虐待と判断した事案について当該施設に対し指導を行うとともに、

改善計画の提出を求め、改善状況の確認を実施。 

 

 



（２）養護者による虐待 

年度 
相談・通報 

・届出件数 

事実確認 

調査を行 

ったもの 

 

虐待と判断

したもの 

虐待ではないと

判断したもの 

虐待の判断に

至らなかった

もの 

令和４年度 １８３件 １４４件 ４７件 ３９件 ５８件 

令和３年度 １２４件 ９９件 ３４件 ２７件 ３８件 

令和２年度 １５３件 １２２件 ３１件 ４２件 ４９件 

（注）養護者（親、兄弟等）による虐待の対応は市町村で実施。 

 

【令和４年度の状況】 

○虐待の種別（複数回答有）は、身体的虐待３１件、心理的虐待１８件、経済的虐待８

件、性的虐待５件、放棄・放置（ネグレクト）５件。 

○虐待を受けた人の性別は、女性４３名、男性５名。 

○虐待を受けた人の障がい種別（複数回答有）は、知的障がい２４名、精神障がい２１

名、身体障がい１０名、発達障がい１名、難病等１名。 

○虐待を行った人の割合は、親５３％、配偶者１８．４％、兄弟姉妹１４．３％など。 

○虐待と判断した４７件の事案のうち２３件（４８．９％）について、虐待者からの

分離を行っている。 

 

２ 障がい者虐待防止のための県の取組（令和４年度） 

○障がい者福祉施設管理者に対する集団指導において、障害者虐待防止法の説明や虐待

防止の取組の周知を行う（１，７８７事業所）とともに、実地指導において、状況に

即した虐待防止の取組を指導（４７９事業所） 

○新たに障がい者福祉施設の指定を行う際は、施設の現地確認において、虐待防止のた

めの取組の指導をあわせて実施（３２４事業所） 

○障がい者福祉施設従事者、市町村職員等を対象に「障がい者虐待防止・権利擁護指導

者養成研修」を開催し、虐待事案対応に関する研修を実施（２６８名受講） 

○障がい者福祉施設で利用者に対し直接支援を行う職員を対象にした「障がい福祉サー

ビス事業所等支援員研修」において、障がい者虐待防止を研修カリキュラムに組み込

んで実施（１，０８４名受講） 

 ○障がい者福祉施設で強度行動障がい者に対し直接支援を行う職員を対象にした「強度 

行動障がい支援者養成研修」により、障がい特性の理解に基づく適切な支援を行うこ

とができる人材を育成（９８１名受講） 

 

 

 



 

 

１ 障がい者福祉施設従事者等による障がい者虐待の状況 

 (1) 相談・通報・届出件数  
 

                                       

相談･通報･届出件数 

 

事実確認調査を 

行ったもの 

虐待と判断した

もの 

虐待ではないと

判断したもの 

虐待の判断に至

らなかったもの 

１６１件 １２６件 ２８件 ３１件 ６７件 
 
 
 
 
 

(2) 虐待と判断した事案の概要 

事案 

項目 
１ ２ ３ 

施設の種別 障がい者支援施設 障がい者支援施設 障がい者支援施設 

被虐待者の状況 
女性 ２０代 １名 

（身体・知的障がい） 

男性 １名 ６０代 

（身体・知的障がい） 

男性 １名 ４０代 

（身体・知的障がい） 

虐待の種別 性的虐待 身体的虐待、心理的虐待 身体的虐待 

虐待を行った 

従事者の職種 
生活支援員 生活支援員 支援員補助 

県・市町村が 

行った措置 

事業所指導 

改善計画の提出指導 

事業所指導 

改善計画の提出指導 

事業所指導 

改善計画の提出指導 

虐待の内容 
・車イス利用者の後方か

ら抱きついた。 

・利用者の頭を叩き、威圧 

的な言葉かけた。 

・利用者を不十分な覚醒

状態のままトイレへ誘

導し、転倒させた。 

 

事案 

項目 
４ ５ ６ 

施設の種別 障がい者支援施設 障がい者支援施設 障がい者支援施設 

被虐待者の状況 
男性 １名 ３０代 

（知的障がい） 

男性 １名 ５０代 

（知的・精神障がい） 

男性 １名 ５０代 

（身体障がい） 

虐待の種別 身体的虐待 身体的虐待、心理的虐待 性的虐待、心理的虐待 

虐待を行った 

従事者の職種 
生活支援員 生活支援員 生活支援員 

県・市町村が 

行った措置 

事業所指導 

改善計画の提出指導 

事業所指導 

改善計画の提出指導 

事業所指導 

改善計画の提出指導 

虐待の内容 
・不穏状態となった利用

者が服を引っ張るなど

したため、顔を叩いた。 

・執拗な訴えに感情的と

なり、利用者の腰を踏

み暴言を吐いた。 

・排尿介助時に、陰部を軽 

く叩いた。 

・排便介助を依頼された

が対応しなかった。 

 

令和４年度の障がい者虐待の状況について 

資料 



事案 

項目 
７ ８ ９ 

施設の種別 障がい者支援施設 障がい者支援施設 障がい者支援施設 

被虐待者の状況 
男性 １名 ５０代 

（身体・知的障がい） 

男性 １名 ４０代 

（知的障がい） 

男性 １名 ３０代 

（知的障がい） 

虐待の種別 身体的虐待 身体的虐待、放棄・放置 身体的虐待 

虐待を行った 

従事者の職種 
生活支援員 生活支援員 生活支援員 

県・市町村が 

行った措置 

事業所指導 

改善計画の提出指導 

事業所指導 

改善計画の提出指導 

事業所指導 

改善計画の提出指導 

虐待の内容 
・利用者の後ろから肩を

掴んで引っ張り、蹴っ

た。 

・利用者の行動を制止す

るため、ボトルのお茶

をかけ、放置した。 

・攻撃的な行為をした利

用者を突き飛ばした。 

 

事案 

項目 
１０ １１ １２ 

施設の種別 障がい者支援施設 障がい者支援施設 
障がい者支援施設、共同

生活援助 

被虐待者の状況 
男性 １名 ６０代 

（知的障がい） 

男性 １名 ４０代 

女性 １名 ６０代 

（知的障がい） 

利用者全般に対する行為 

虐待の種別 身体的虐待 
性的・心理的虐待、 

放棄・放置 
経済的虐待 

虐待を行った 

従事者の職種 
生活支援員 生活支援員、事務員 生活支援員 

県・市町村が 

行った措置 

事業所指導 

改善計画の提出指導 

事業所指導 

改善計画の提出指導 

事業所指導 

改善計画の提出指導 

虐待の内容 
・利用者の自室まで両腕

を掴んで強く引いて連

れて行った。 

・居室で服を脱いだ状態

の利用者や興奮状態に

ある利用者を撮影し

た。 

・利用者からの預り金を

着服した。 

 

事案 

項目 
１３ １４ １５ 

施設の種別 共同生活援助 共同生活援助 共同生活援助 

被虐待者の状況 
女性 １名 ３０代 

（知的障がい） 

女性 １名 ２０代  

（精神障がい） 

男性 ２名 20 代、40 代 

女性 １名 20 代 

（知的障がい） 

虐待の種別 心理的虐待 心理的虐待 身体的虐待、心理的虐待 

虐待を行った 

従事者の職種 
生活支援員 世話人 

生活支援員 ２名 

世話人 ２名 

県・市町村が 

行った措置 

事業所指導 

改善計画の提出指導 

事業所指導 

改善計画の提出指導 

事業所指導 

改善計画の提出指導 

虐待の内容 
・利用者の行動を制止す

るため、威圧的な言葉

を発した。 

・利用者の体調不良を引 

き起こす言動があった。 

・大声で叱る、頭を叩くな

どした。 

・顔面を殴り突き飛ばし

た。 



事案 

項目 
１６ １７ １８ 

施設の種別 共同生活援助 共同生活援助 療養介護 

被虐待者の状況 
女性 ２名 ３０代 

（知的障がい） 

女性 １名 ４０代 

（知的障がい） 

男性 １名 ２０代 

（身体・知的障がい） 

虐待の種別 身体的虐待、心理的虐待 心理的虐待 身体的虐待 

虐待を行った 

従事者の職種 

生活支援員 ２名 

世話人 ２名 
世話人 療養介助専門員 

県・市町村が 

行った措置 

事業所指導 

改善計画の提出指導 

事業所指導 

改善計画の提出指導 

事業所指導 

改善計画の提出指導 

虐待の内容 
・支援に苦慮した際、利用 

者に大声や強い口調で 

対応し叩いた。 

・利用者を威圧的な言動

で責め、ストレスを与

えた。 

・利用者の行動を制止す

るため、顔を叩いた。 

 

事案 

項目 
１９ ２０ ２１ 

施設の種別 居宅介護、同行援護 就労移行支援 就労継続支援Ｂ型 

被虐待者の状況 
男性 １名 ５０代 

（身体障がい） 

男性 １名 ３０代 

（精神障がい） 

女性 １名 ５０代 

（精神障がい） 

虐待の種別 身体的虐待、心理的虐待 身体的虐待 
身体的虐待、心理的虐待、 

放棄・放置、経済的虐待 

虐待を行った 

従事者の職種 
管理者 支援員 管理者 

県・市町村が 

行った措置 

事業所指導 

改善計画の提出指導 

事業所指導 

改善計画の提出指導 

事業所指導 

改善計画の提出指導 

虐待の内容 
・利用者を侮辱する発言

をし、頭を叩いた。 

・利用者の発言に反応し、

胸ぐらを掴んだ。 

・送迎中に利用者の求め

で店舗に立ち寄り、一

人で帰宅させた。 

・利用者本人に無断で親

族にお金を貸した。 
 

事案 

項目 
２２ ２３ ２４ 

施設の種別 放課後等デイサービス 放課後等デイサービス 放課後等デイサービス 

被虐待者の状況 
女児 １名 

（知的・精神障がい） 

男児 １名 

（知的障がい） 

男児 ２名 

（精神、知的障がい） 

虐待の種別 性的虐待 身体的虐待 身体的虐待、心理的虐待 

虐待を行った 

従事者の職種 
指導員 指導員 

管理者兼 

児童発達支援管理責任者 

県・市町村が 

行った措置 

事業所指導 

改善計画の提出指導 

事業所指導 

改善計画の提出指導 

事業所指導 

改善計画の提出指導 

虐待の内容 
・スマホの画像を見せ、わ

いせつな行為を連想さ

せる言葉を発した。 

・利用児から押されたこ

とに腹を立て、胸部を

叩いた。 

・利用児を怒鳴り、叩い 

た。 



 

事案 

項目 
２５ ２６ 

施設の種別 放課後等デイサービス 放課後等デイサービス 

被虐待者の状況 
男児 １名 

（知的障がい） 

男児 １名 

（発達障がい） 

虐待の種別 身体的虐待、心理的虐待 身体的虐待、心理的虐待 

虐待を行った 

従事者の職種 
管理者 指導員 

県・市町村が 

行った措置 

事業所指導 

改善計画の提出指導 

事業所指導 

改善計画の提出指導 

虐待の内容 ・大声で対応し、体を叩いた。 
・反省を促すため利用児の腕を引い

て相談室に行き、叱責した。 

 

事案 

項目 
２７ ２８ 

施設の種別 放課後等デイサービス 放課後等デイサービス 

被虐待者の状況 
男児 １名 

（精神障がい） 

女児 １名 

（精神障がい） 

虐待の種別 身体的虐待 性的虐待 

虐待を行った 

従事者の職種 
児童発達管理責任者 指導員 

県・市町村が 

行った措置 

事業所指導 

改善計画の提出指導 

事業所指導 

改善計画の提出指導 

虐待の内容 
・他の児童への嫌がらせを止める

よう注意したが止めなかったた

め、複数回叩いた。 

・利用児が送迎車から降りる際、下半

身を触った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



２ 養護者による障がい者虐待の状況 

(1) 相談・通報・届出件数 

県内全市町村で 183 件 
 

(2) 相談・通報・届出者（重複あり） 

区     分 人 数 割合（％） 

相談支援専門員・障がい者福祉施設従事者等 77 40.3 

本人による届出 47 24.6 

当該市町村行政職員 11 5.8 

家族・親族 9 4.7 

警察 23 12.0 

近隣住民・知人 3 1.6 

医療機関関係者 9 4.7 

その他（弁護士等） 12 6.3 

合計 191 100.0 
 

(3) 事実確認の状況 

区          

分 

件 数 割合(％) 

事実確認調査を行った事例 144 77.4 

 立入調査以外の方法により調査を行った事例 141 75.8 

 訪問調査を行った事例 89 47.8 

関係者からの情報収集のみで調査を行った事例 52 28.0 

立入調査により調査を行った事例(障害者虐待防止法第 11 条適用)  3 1.6 

 市町村単独による事例 2 1.1 

警察が同行した事例 1 0.5 

事実確認調査を行っていない事例 42 22.6 

 相談・通報・届出を受理した段階で、明らかに虐待ではなく事実

確認調査不要と判断した事例 
36 19.3 

相談・通報・届出を受理し、後日、事実確認調査を予定している

又は事実確認調査の要否を検討中の事例 
2 1.1 

他部署等への引き継ぎ 4 2.2 

 合          計 186 100.0 
 

(4) 事実確認調査の結果 

 

 

 

 

 

 

 

区       分 件 数 割合(％) 

虐待を受けた又は受けたと思われたと判断した事例 47 32.6 

虐待ではないと判断した事例 39 27.1 

虐待の判断に至らなかった事例 58 40.3 

合      計 144 100.0 



(5) 虐待の種別 

区   分 身体的虐待 性的虐待 心理的虐待 放棄･放置 経済的虐待 

件    数 31 5 18 5 8 

（注）虐待の種別には重複があるため、合計は虐待判断事例の件数 47 件と一致しない。 
 

(6) 被虐待障がい者の状況について 

ア 障がい種別 

区   分 身体障がい 知的障がい 精神障がい 発達障がい 難病等 

人   数 10 24 21 1 1 

（注）障がいの種別に重複があるため、合計は虐待判断事例の件数 47 件と一致しない。 
 

イ 性別及び年齢 

○被虐待障がい者の性別 

区  分 男 性 女 性 合 計 

人  数 5 43 48 

割合(％) 10.4 89.6 100.0 

○被虐待障がい者の年齢別 

区  分 
～19 歳 20～29 歳 30～39 歳 40～49 歳 50～59 歳 

60 歳以上,

不明 
合 計 

人  数 0 13 9 9 13 4 48 

割合(％) 0 27.1 18.75 18.75 27.1 8.3 100.0 
 

ウ 虐待者との同居・別居の状況（複数回答） 

区  分 虐待者と同居 虐待者と別居 その他 合 計 

件    数 42 2 4 48 

割合(％) 87.5 4.2 8.3 100.0 
 

エ 世帯構成 

区分 件数 割合(％) 

単身 2 4.2 

配偶者と同居 5 10.4 

配偶者及び子と同居 4 8.3 

両親と同居 10 20.8 

両親及び兄弟姉妹と同居 5 10.4 

父親と同居 2 4.2 

父親と兄弟姉妹と同居 0 0 

母親と同居 2 4.2 

母親と兄弟姉妹と同居 4 8.3 

兄弟姉妹と同居 2 4.2 

子と同居 3 6.2 

その他 9 18.8 

合計 48 100.0 



 

オ 被虐待者から見た虐待者との関係（複数回答） 

区 分 父 母 夫 妻 息子 娘 
兄弟 

姉妹 

その

他 
合計 

人 数 13 13 9 0 5 0 7 2 49 

割合(%) 26.5 26.5 18.4 0 10.2 0 14.3 4.1 100.0 
 

(7) 虐待への対応策について 

ア 分離の有無 

区       分 件 数 

被虐待者の保護として虐待者からの分離を行った事例  23 

被虐待者と虐待者を分離していない事例 20 

もともと虐待者とは別居の事例 1 

現在対応について検討・調整中の事例 0 

その他 4 

合         計 48 
 

イ 分離を行った事例の対応（複数回答） 

区     分 件 数 

① 契約による障がい福祉サービスの利用 13 

 うち、面会の制限を行った事例 6 

② 身体障害者福祉法又は知的障害者福祉法に基づくやむを得ない 

事由等による措置 
2 

 うち、面会の制限を行った事例 1 

③ ①、②以外の方法による一時保護 4 

 うち、面会の制限を行った事例 4 

④ 医療機関への一時入院 1 

 うち、面会の制限を行った事例 0 

⑤ その他 3 

合     計 23 
 

ウ 分離を行っていない事例の対応の内訳（複数回答） 

区            分 件 数 

① 養護者に対する助言・指導 21 

② 養護者が介護負担軽減等のための事業に参加 3 

③ 被虐待者が新たに障がい福祉サービスを利用 16 

④ 既に障がい福祉サービスを受けているが、サービス等利用計画を

見直した 

15 

⑤ 被虐待者が障がい福祉サービス以外のサービスを利用 1 

⑥ 再発防止のための定期的な見守りの実施 30 

合     計 86 

 



エ 権利擁護に関する対応 

・成年後見制度は、「利用開始済み」２件、「利用手続中」０件。 
 
 

 (8) 市町村における体制整備（令和４年度実績） 

区            分 市町村数 

60 市町村に 

占める割合

(％) 

住民への障がい者虐待の相談窓口の周知 51 85.0 

障がい者虐待防止センター等の関係者への障がい者虐待防止に関す

る研修 
45 75.0 

成年後見制度の市町村長申立が円滑にできるように役所・役場内の体

制強化 
35 58.3 

虐待防止･見守り･早期発見、発生時の対応、専門機関による介入支援

のためのネットワーク構築への取組 
38 63.3 

障がい者福祉施設及び障がい福祉サービス事業所等に障害者虐待防

止法についての周知 
26 43.3 

緊急時の受け入れのための独自の一時保護のために必要な居室の確

保 
24 40.0 

障がい者虐待防止について、講演会や市町村広報紙等による住民への

啓発活動 
22 36.6 

いわゆるセルフネグレクトにより、必要な福祉サービス及び医療保険

サービスを利用していない障がいのある人に対する権利利益の擁護

を図るための相談支援事業所など関係機関と連携した対応 

18 30.0 

身体障害者福祉法・知的障害者福祉法の規定による措置を採るために

必要な居室確保のための関係機関との事前の調整 
17 28.3 

法に定める警察署長に対する援助要請等、警察との協力体制の確保 11 18.3 

 


